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2011 年秋学期授業アンケートのまとめ 

 

2012 年 6 月 5 日 

ＦＤ委員会 

 

2011 年度秋学期の授業アンケートは、2012 年 1 月 16 日～2 月 1 日の間に実施されまし

た。その後アンケート結果に対して、各教員からコメントを提出していただきました。以

下、これについて分析を行います。 

 

（１）数量的把握 

１ アンケート回収率 

 今回のアンケートの実施状況は以下のとおりです。 

 表 1 アンケート回収率 

  受講者数 回答者数 回答率 

全体 19,541 10,797 55.3%

座学科目 14,386 6,652 46.2%

英語科目 2,425 2,013 83.0%

独語科目 25 19 76.0%

仏語科目 15 12 80.0%

中国語科目 491 383 78.0%

朝鮮語科目 142 122 85.9%

日本語科目 149 138 92.6%

コンピュータ実習科目 281 190 67.6%

スポーツ実践科目 495 420 84.8%

教養演習科目 187 166 88.8%

専門演習科目 945 682 72.2%

 

 演習、語学、実習は高い出席率を誇っていますが、座学では依然として、回答率が 50％

を割っています。回答率が通常の出席率ではないでしょうが、それでもアンケート回収率

が最低でも 50％を超すような努力が求められます。また、ＧＰＡの学年進行で、次第に登

録だけして実際に履修しない学生の数も減ってくると予想されますので、この点を考慮し

ても、次回はスコアの改善が求められます。 
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２ 各項目の点数 

各アンケート項目の点数は表 2のとおりです。 

過去 2年間の秋学期のスコアと比較すると、どの項目もほぼ同じようなスコアでした。た

だ、回収数が一昨年と比べると、約 1500 増えたうえでの数ですので、授業改善がより定着

しているといえます。しかしながら、出席率については、1 昨年から 0.09、昨年から 0.06

下がっており、学生自身の意識からしても、わずかながら低下していることがうかがえま

す。 

表２ 授業アンケート全体スコア 
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 （２）自由記述欄の分析 

自由記述欄へのコメントをまとめてみると、春学期に指摘した以下の 1～４の点が継続

した課題であることは同じです。ただ、今学期には基礎演習がないため、２についての記

述は減りました。そのかわり、３についての記述が増えています。また、今回は５のＴＡ

制度など授業アシストの要望がいくつかありました。 

 

 １ 学生の多様化、学力格差への対策が急務となっています。 

 ２ 初年次教育の整備が早急に求められています。 

  具体的には、 

  ①学習方法の基礎を育成すること 

  ②入門科目を整備すること 

  ③初年次学生のケアを意識すること 

  ④初年次配置の科目を再編すること 

 ３ 授業態度の悪化に対する記述が増えています。 

  ①出席率だけでなく、遅刻の常態化も問題視する声が多くあります。 

  ②学生のマナー（私語、携帯操作など）と対応力の低下を嘆く声が聞こ

  えています。 

  ③組織的対応と個人的対応、それぞれを分けて整備する必要があります。 

 ４ 自ら学ぶ姿勢をどう育てるかが重要な課題です。 

  学生にどのようにして予習復習をさせたらよいかという悩みが多く語ら

  れています。 

 ５ ＴＡ制度などの授業アシスト制度の導入が求められています。 

 ６ 授業改善のために、受講人数の更なる制限が求められています。 

 

学力格差を中心とした学生の多様化への対応の必要性を強調したコメントは相変わらず、

多いように感じました。こうした多様化は受講態度の悪さにも反映しているようで、私語

や携帯電話の操作については前回も指摘していましたが、今回特に目についたのは遅刻の

常態化、出席率の悪さを指摘したコメントが多いことでした。非常勤講師の先生からは、

後述するように、非常に厳しいコメントをいただいております。 

また、やむを得ないことではありますが、就職活動のために欠席する学生が多いことに

どのように対処したらよいか、苦慮する声も記載されていました。よい実践例を参考にし

ながら、効果的な対処法をみなさんとともに考えていきたいと思います。 

 

以下に個別の事項ごとにまとめています。 

１ 出席率の改善について 

今回のコメントでは、出席率の改善について、意識して記述されているものが多くあり
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ました。 

１）出席率と成績向上の相関関係 

出席率と成績の相関関係があるので、その視点から出席率の改善を図りたいというコメ

ントがありました。そのための具体的な方法として、出席シート、ミニッツ・ペーパー、

小テストの活用などの方策が書かれていました。たとえば、出席シートについては「個人

別の出席シートを作成し意見や質問、感想も記入できるようにした。出席シートは毎回の

講義初めに配布し終了後に回収する。意見や質問に対しては私のコメントを記入するよう

にした。このことにより、ある程度双方向的な講義ができたのではないか」という記述が

ありました。 

あるいは、こうした具体的な方策は示されていませんが、学生が興味を持てる授業を熱

心に行い、学生を惹きつけることで、出席率の改善をはかるという本来あるべき姿を徹底

することで改善したいという意見もありました。 

いずれも、学生の出席率向上が成績の向上につながるという強い意識の表れです。また、

制度的な改善として、「学生証による出欠確認システムの導入あるいは TA を採用し出欠票

を配布させるなどの検討」を大学に求める声もありました。 

２）欠席常習者と学生の負の出席意識の実態 

われわれが注目すべきなのは、このような改善策の背景には、無視できない現状がある

ことです。さまざまな努力にもかかわらず「欠席常習者」の数が少なくなく、どうしても

改善に結び付かないという戸惑いの声があげられていますし、非常勤の先生からは、つぎ

のような厳しいお声を頂戴いたしました。 

「貴学の学生は遅刻・欠席が他大学に比べて多い。遅刻にはペナルティを課したり課

題を出したりしているが、それでも改善されない学生が多い。また、「授業を５回休むの

は権利」だと捉えている学生も多く、授業についてこられなくなる学生もいるので、心

配なところである」 

また、逆に、よく出席しているから、よく勉強していると必ずしも言えず、学生のなか

には出席さえしていればよいという逆の意味での出席意識があることも事実のようです。 

これらを謙虚に受けとめつつ、対応策を講ずることで、最終的には学生自身たちの学習

への意欲を高めることで事態の本質的な改善を図る努力をするべきでしょう。 

３）就職活動による欠席増加への対応策の必要 

さらに、学生の意識とは別に、就職活動で欠席する場合が非常に大きいという指摘も多

くありました。これまでも同じような課題はあげられていました。授業に来られない分、

自主学習の時間をとらせるような措置が必要で、それに努力しているが、なかなかうまく

効果が出ていないというコメントが寄せられていました。共通の課題ですので、何らかの

改善策を模索する必要があります。 

 

２ 遅刻の常態化の改善について 
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欠席にも増して指摘の多かったのが、遅刻の常態化についてです。先生方も苦慮されて

おり、さまざまな努力をしているが、どうしても改まらないという声が寄せられていまし

た。とりわけ、30 分にも及ぶ大幅な遅刻の例が後を絶たず、苦労していると書かれていま

した。 

また、朝 1 時限目の授業では遅刻が多いという記述もありました。ただ、事実の記述と

してはそのとおりだとしても、教員としては 1 時間目だから仕方ないという意識の改善は

求められるでしょう。 

遅刻、欠席の常態化については、非常勤の先生から、教員組織全体としてしっかり考え

るべきだという下記のような厳しい指摘を受けています。 

「遅刻・欠席する学生が多いのでペナルティを科したり、課題を出すなどして十分に対

処してきたが、なかなか態度が改まらない。どんなに休んでも、受講態度が悪くても自

動的に単位を出す大学（注：授業ではない）だという一部の学生の噂には今年度は昨年

度よりもさらに悲しい思いをさせられたので、自分自身の授業でももちろんだが、全学

をあげてどの授業でも学生指導・ルールの徹底をすることが課題ではないかと考えさせ

られた」 

どこまで一般化できるかは別としても、教員組織としてこうした事態が現実に存在して

いることを認識すべきでしょうし、それをどうやって改善するかについては、きちんとし

た議論が必要でしょう。 

また、対策に苦慮されている先生からは、次のようなご提案をいただきました。「大幅に

遅刻してくる学生がおり、まじめに学習している学生たちの注意力をそぐことがあり、例

えば開始から 20分以上経過すればドアの鍵を閉めるなどの措置が必要な時期に来ているか

もしれない」 

本来は個人の意識の問題である遅刻や欠席ですが、なんの対応策もなく放置しておくの

ではすまされないでしょう。認識と議論の積み上げが必要です。 

 

３ 学生の多様化・格差拡大および挑戦する意欲の低下について 

学生の格差拡大については、前回詳しく論じたとおりであり、今回も同様の指摘が続き

ました。それに加えて、今回は「挑戦する意欲」の低下という問題点が指摘されているの

は興味深い。たとえば、次のような苦悩が語られていました。「予習の不十分さというより

も、少しでも「難しい」テキストを使うと、この大学の学生にはそれに挑戦するという意

気込みが感じられず、この結果も致し方ないと思う。自分が知らないことを悔しく思った

り、分かった時の喜びをどうすれば教えられるのか？」 

 

４ 学生の受講態度の悪化について 

遅刻の常態化については上記のとおりであり、私語の多さについても、これまで同様に

繰り返し指摘されています。それについて気になるのが、私語、授業環境の悪化に対して
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先生がもっと注意してほしいという学生の声があることを指摘したコメントが少なくなか

ったことでした。マイクを使う授業で、後ろの方の私語に先生が気づいていない場合もあ

りますが、気づきながら注意の回数が少ないという指摘もありました。過剰な注意はクラ

スの雰囲気を悪化させますが、注意がないのも問題で、この中間で何か良い方法をそれぞ

れが見つけるしかないようです。 

それに加えて、今回のコメントでは、教科書を持ってこない学生が多いこと、また何回

注意してもそれが改善されないことを指摘しているコメントが多くありました。また、試

験直前まで購入しない学生がいることが記載されていました。語学の科目でもそれが指摘

されていたのは深刻です。教員として、教科書の使い方をさらに工夫するとともに、この

ような学生の動向に注意が必要です。 

 

５ 自主学習の強化への取り組み 

自主学習の不足は今回のアンケートでも明らかですが、前期にくらべると若干改善して

います。それは、前回この点を強調してきたこともあり、それぞれの先生が改善をめざし

て、さまざまな工夫をされている結果だと思われます。予習・復習を義務化し、それをチ

ェックできる方法を取り入れたり、毎回課題をだすような工夫をされている先生もおられ

ます。また、学生の方でも、なにを「予習・復習」とみなして、アンケートに記載するか

の意識が変化しているのかもしれません。 

学生が自ら学ぶ姿勢をつけるためにどうしたらよいか、即効薬はありませんが、それぞ

れの教員が改善に努めていることだけは確かです。その経験を共有する場をさらに充実さ

せ、全体として学生がより自主的に学ぶ場を増やす以外にはないでしょう。 

 

６ 授業方法の改善について 

１）基本項目について 

板書、声の大きさ・スピードなどについては、依然として学生の不満が完全になくなって

はいませんが、それぞれの教員はかなり意識的に努力している姿が見て取れます。たとえば、

字がもともときれいに書けないが、丁寧に書く努力をしている。マイクを使うようになった

などのことが記述されていました。ただし、それでも大講義室での板書の改善の難しさなど

は依然として課題が残るようです。受講人数の制限と合わせて、検討すべき課題です。 

また、具体的な改善方法として、「問いかける話術」をもっと活用して、一方的な話にな

らないように努力していることで、理解が深まっているという例も紹介されています。 

同じようなことは、確認の作業の徹底という方法となっても現れています。「わかりまし

たか？」「いいですか」という確認作業を繰り返すことで、理解をより徹底する努力をして

いると書いておられる先生がおられました。 

２）難易度について 

難易度についてはさまざまで、昨年の反省からやさしくしたら、やさしすぎたという反省
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がなされた例も報告されています。ただし、どちらかというと、コメントに記述されている

限りでは、難しいと言われて再検討しようという声の方が多かった。また、教科書が難しす

ぎるといわれたので、「中学生レベルのテキスト」にしたところ、「適切であった」という

意見が大多数になったという例も紹介されていました。 

３）学生の学力格差とリメディアル教育の必要性 

学生の学力格差については、従来どおりの戸惑いが表明されていました。同じ講義をして

も、難易度に関する評価が真っ二つに分かれる例が紹介されていました。また、こうした事

態に対処するために、科目によっては（積み重ねが必要な科目など）、リメディアル教育が

必要であることが強調されていました。 

４）授業方法の改善 

①ミニッツ・ペーパーの有効性 

以前からも指摘されていることですが、ミニッツ･ペーパーが効果的だという意見があり

ます。 

②机間巡視の重視と改善 

机間巡視を重視し、まわっている間にわからないことなどについての質問を受けること

で、実質的な理解の改善をはかっている例が紹介されていました。そこでは、より質問し

やすい雰囲気をつくることで、「「分からないことを恥じない」という教室文化を作り上げ

ていきたい」という積極的なコメントがなされていました。 

③新しい教材の活用 

新しい教材としては、「iTunes U を用いて、米国の大学（スタンフォードとハーバード）

の配信する教材を活用した」ところ好評であったとの報告がなされています。 

５）受講者数の制限 

受講者数を制限し、150～200 名程度を限界とすべきではないかという声が記されていま

した。 

 

７ ＴＡの配置について 

実習系の授業を中心として、ＴＡを実質的に活用し、より充実したいという声があがっ

ていました。また、講義系の科目でも、資料の配付、出席確認などでもＴＡを活用したい

という声がありました。できるところから、ＴＡの活用について具体的に検討することが

求められています。 

 

８ 語学科目について 

①プレイスメント・テストの効果について 

昨年からプレイスメント・テストに基づく、習熟度別のクラス分けがなされていますが、

これについて、こうしたクラス分けの結果、授業がしやすくなったと好意的なコメントが

寄せられていました。特に、上位クラスに関しては効果が大きいという声が多くありまし
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た。 

②クラス内の格差について 

他方、多くの先生方で、基礎クラスにどのように対処していくのか、あるいは同じクラ

ス内でもさらに差があることに悩んでいるという声も記されていました。たとえば、「予習

していないで時間を取る人を待たないでください」というような声があり、学生間でも同

じクラスの力や意識の差に戸惑っている様子が紹介されています。 

もちろん、クラス分けが機能することで、以前よりは授業しやすくなったようですが、

学生の中の意識の違いによって、うまくいって楽しかった場合とどうしたらよいか戸惑っ

た場合の両方のコメントが寄せられていました。 

③再履修者対策について 

また、再履修者についての問題も書かれていました。どうしても語学を得意としない学

生が再履修者になるが、出席状況が悪かったり、学習意欲も高くないことが気になるとい

うコメントがありました。 

④特別講義について 

学生の中には、「英語の授業」だけでなく、「英語で行われる授業」をたくさん受けたい

という学生もいる。こうした学生向けに「特別講義」を増やしたらどうだろうか、あるい

はいろいろな学生に対応するために「特別講義―導入編」を開設できないだろうかという

意見があった。 

 

９ アンケートの実施について 

アンケート実施の方法については、クロス分析を添付しないと改善のために役に立たな

いというご意見や、無責任な記述を回避するために記名式アンケートにしたらどうかとい

うご意見をいただきました。 

また、根本的なところでは、下記のように、アンケートの廃止を求める声も出されてい

ました。「元来、授業改善のための授業アンケートであったはずなのに、学生に対する不信

感を抱かせ、教員の意欲を失わせる結果になるのなら、授業アンケートそのものをやめた

方がいい」。逆に、「心が熱くなるコメントを頂き、大変感謝している」というコメントが

あったり、前年度ですが、前の学期の授業アンケートにおける学生の声を参考にして、授

業改善ができるので役に立つという声もありました。 

当面は、実施方法と活用方法の改善を模索しながら、学生の率直な意見を聞く機会とし

て位置づけ、活用したらどうだろうかと考えています。 

 

（３）施設改善についての各部署からのコメント 

施設改善についての要望への各部署からのコメントは、以下のとおりです。 

①教室割について（受講者数に対して教室が狭い） 

教室割については、前年度の受講者数を参考に履修登録前に一旦割り当てをし、その後
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の登録者数を見ながら、同じ時限の中で教室移動をお願いするなどして対応しています。 

現在、200名を超える授業については、A-101（300名）、A-201（200名）、A-301（400

名）、B-101 (200名）、B-203（200名）、B-303(500名）を中心に配置しています。 

ただし、同じ時限に同じように人数の多い講義が集中すると、受講者数ギリギリの教室

での講義となる場合があります。履修登録時に受講者制限をどのようにしていくのかは、教

務委員会でも検討していますが、できるだけ皆さんの履修登録希望に沿って履修を認めたい

一方で、教室が足りなくなってしまう状況が生じることもあり、判断が難しいところです。 

②授業の延長について（前の授業の延長により、教室に入れない） 

平成２４年度からチャイムを導入し、授業開始・終了時刻について、先生方や皆さんに

意識していただけるようにしました。 

③教室機器について（機器の改善、教員に機器の使用方法を把握してほしい等） 

A-101,A-201,A-301,A-302,B-101,B-203,B-303教室は、2012年度に更新しますので、新し

い機器が設置されます。デジタル化を含めて対応する予定です。あわせて、教卓の配置や大

きさなども検討したいと思います。 

その他の教室については、更新が2014年度の予定ですので、その際には使いにくい部分

を改善できると思います。 

ただ、現在故障などで使用しづらい点については、修理を含めて適宜対応します。また、

先生方にマニュアルの配付をするなど、運用面ですぐに対応可能な部分については実施して

いきます。 

④黒板の上下可動化について 

現在のところ、教室への新たな上下黒板の設置は予定していません。なお、平成23年度

にA棟・B棟ともに全ての黒板の修繕（板面の張替え）は終了しました。 

⑤トレーニングマシーンについて 

古いトレーニングマシーンを処分し、平成24年3月に更新しました。体育館多目的室に設

置しています。 

⑥本格的ハンドボールゴールの設置について 

要望は学友会を通して、当局交渉にて提出をお願いします。なお、用具等の購入につい

ては、各サークルの実績に応じて判断しています。 

⑦一人一つのロッカーの設置について 

学生全員分のロッカーの設置については、設置場所・管理・費用等の諸問題が多くあり

ますので、実現は難しい状況です。 

⑧空調について（エアコンが切れる時間が早い、早めにエアコンを入れてほしい） 

Ａ棟については、昨年度から各教室でＯＮ・ＯＦＦ、温度調整が可能となっています。

極端な温度設定やスイッチの切り忘れ等が多々見受けられますので、適切な管理をよろしく

お願いします。 

Ｂ棟については、現在集中管理としており、授業開始前から終了まで稼働しております
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が、時間延長等があれば個別に対応させて頂きます。 

⑨たばこ臭について（教室がたばこ臭い、分煙を徹底してほしい等） 

学生との協議のうえで、喫煙場所を設定し、分煙をしているところですが、灰皿のない

所での喫煙や吸い殻のポイ捨てが目立ちます。喫煙者一人ひとりがマナーを守り、分煙にご

協力ください。 

⑩Wifi(無線LAN)について（教室に設置してほしい、増設してほしい） 

 平成23年10月より無線LANアクセスポイントをA棟、B棟の2階と本館Ⅰ棟1階に設置してい

ますので、ご利用下さい。増設については、これから検討したいと思います。 

⑪コンピュータ実習室の開室時間について（実習室を早く開けてほしい） 

 実習室が9時までに開いていないことがあり、利用者の皆様には大変ご迷惑をお掛けしま

した。今後は9時までに開室します。 


